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効
率
化
と
重
点
化
で
予
算
を
削
減

　

本
年
度
の
予
算
は
、厳
し
い
財
政

状
況
を
踏
ま
え
、徹
底
し
た
経
費
の
見

直
し
を
実
施
。限
ら
れ
た
予
算
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、効
率
化・
重
点
化

を
図
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
前
年
度
と

比
較
し
て
予
算
規
模
は
約
10・
３
億

円（
2・8
％
）減
少
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
な
ど
に
伴
い
増
え
続
け
る

社
会
保
障
関
係
費
は
、前
年
度
ま
で

の
実
績
に
基
づ
き
厳
し
く
見
積
も
り
、

微
増
に
と
ど
め
ま
し
た
。一
方
、パ
パ

セ
ミ
ナ
ー
や
介
護
予
防
教
室
な
ど
、独

自
の
施
策
を
多
く
実
施
し
て
い
る
教

育・
子
育
て
支
援・
福
祉・
健
康
づ
く

り
施
策
な
ど
に
は
注
力
。さ
ら
に
、Ｉ

Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
や
ど
ん
ど

こ
ま
つ
り
な
ど
市
民
生
活
に
活
力
を

生
む
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
関
連
に
引
き
続

き
経
費
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

歳
出
を
抑
制
し
た
予
算
を
実
現

　

歳
出
は
、繰
出
金・
公
債
費
な
ど
を

除
き
、各
項
目
で
減
少
し
ま
し
た
。特

に
普
通
建
設
事
業
費
は
大
幅
に
減
少

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
私
立
の
認
定
こ

ど
も
園
整
備
へ
の
補
助
や
学
童
保
育

施
設
の
整
備
費
な
ど
が
減
少
し
た
こ

と
が
主
な
要
因
で
す
。繰
出
金
は
下
水

平
成
30
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。一
般
会
計
の
総
額
は
３
５
７
億
８
３
０�

０
万
円
で
、前
年
度
か
ら
10
億
３
１
０
０
万
円（
2・
8
％
）を
削
減
。今
年
度
の
財

源
を
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
財
政
経
営
課（
☎
０
７
４
３・74・１
１
１
１
、内
線
２
７
４
）

平
成
30
年
度

生
駒
市
の
予
算

特集

一般会計歳出

扶助費
83億8千万円

（23.4％）

物件費
80億9千万円

（22.6％）

人件費
71億3千万円

（20.0％）

補助費等
19億7千万円（5.5％）

繰出金
45億3千万円（12.7％）

その他
6億3千万円（1.7％）

公債費
30億1千万円（8.4％）

普通建設事業費
20億4千万円（5.7％）

▲�昨年初開催し、延べ約1,2�
00人が参加したIKOMA�
サマーセミナー

一般会計歳入

市税
167億6千万円

（46.8％）
国庫支出金
49億1千万円

（13.7％）

地方譲与税等
29億2千万円（8.2％）

地方交付税
33億5千万円（9.4％）

県支出金
23億6千万円（6.6％）

市債
18億4千万円（5.1％）

繰入金
9億7千万円（2.7％）

その他
26億7千万円（7.5％）

357億8,300万円 357億8,300万円



道
事
業
特
別
会
計
や
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
え
た

こ
と
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

税
収
は
前
年
度
か
ら
微
増

　

3
年
ご
と
に
固
定
資
産
の
価
格
を

見
直
す「
評
価
替
え
」の
影
響
で
固
定

資
産
税
に
よ
る
歳
入
は
減
少
。し
か
し

歳
入
全
体
で
は
、地
方
消
費
税
交
付

金
な
ど
の
県
税
交
付
金
が
増
額
と
な

る
こ
と
で
2・
8
億
円
の
増
加
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、道
路
整
備
や
こ
ど
も
園・
保

育
所
の
整
備
な
ど
の
大
き
な
事
業
が

減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、事
業
に
伴
う
収

入
で
あ
る
国
庫
補
助
金・
市
債
は
減

少
。各
積
立
基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
、

歳
出
を
抑
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、将
来

の
歳
入
不
足
に
備
え
て
積
み
立
て
て

い
る
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
計
上
す
る
こ
と
な
く
2・
3
億
円

減
少
し
ま
し
た
。

特別会計 予算額 前年度比
公共施設整備基金 1,481万円 4,705万円減

介護保険 80億7,855万円 1億7,082万円減
国民健康保険※1 112億8,428万円 24億3,398万円減
後期高齢者医療 18億7,980万円 1億5,704万円増
下水道事業 30億4,660万円 1億6,838万円増

自動車駐車場事業※2 0円 589万円減

特別会計

※１ �国民健康保険は今年度から県が財政の運営主体になるた
め、特別会計予算額が大幅に減少しました。

※２ �自動車駐車場事業は、建設時に借り入れした市債の償還�
 が終わったため、特別会計を廃止しました。

財政の健全化を表す比率が県内でトップクラスの本市
ですが、将来を見据えてより一層厳正な予算運営を行い
ます。一般会計だけではなく、その他の会計においても予
算の見直しから徹底したコストの削減を実施しました。

その他の予算も
今後を見据えた運営を実施

75億
9千万円
（決算）

H28

85億
5千万円
（予算）

H30

85億
4千万円
（予算）

H29

社会保障関係費（一般財源分※）の推移
※�市税や地方交付税など使途が限定されていない財源

0

100億円

80億円

60億円

40億円

20億円

■年々増加する社会保障関係費は上げ幅を抑制

平成30年度社会保障関係費の一部 前年度比
奈良県後期高齢者広域連合への
負担金 7,690万円増

病院事業特別会計への繰出金 2,565万円増

介護給付費などの減少に伴う
介護保険特別会計繰出金 1,990万円減

高齢者交通費など助成事業費の
過年度清算 2,638万円減

■前年度の実績に基づき厳正に予算を算定

平成30年度当初予算
※（　）内は前年度比

▶一般会計
� 357億8,300万円（2.8％減）
▶特別会計
� 243億404万円（8.8％減）

▶企業会計
51億8,022万円（1.5％減）

▶総額
� 652億6,726万円（5.0％減）
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　全国的に問題となっているイノシシやアライ
グマなどの有害鳥獣が与える、農作物への被害。
本市でも被害は増加傾向で、市街地での目撃情報
も増えています。人にも危害が加わるおそれがあ
る有害鳥獣問題の被害拡大を防ぐために、防除対
策を強化します。

問農林課（内線335）

有害鳥獣防除事業
予算：640万円

農林

平成30年度
新規事業と主要予算

　高齢化に伴い増加する介護ニーズに対応する
ため、住民主体によるサービスとして、介護予防
や助け合い活動の普及啓発に取り組み、地域の
ネットワークづくりを促進します。

問地域包括ケア推進課（内線464）

介護予防・日常生活
支援総合事業の推進
予算：351万円

福祉

　自分の「好き」や「得意」を生かして、自宅を中心
に仕事をしたいと考えている人を対象としてサ
ロネーゼカフェを開催。先輩起業家とお茶やお菓
子を楽しみながら、起業にあたって感じる不安や
疑問の解消や情報交換、ネットワークづくりがで
きる場を目指します。

問商工観光課（内線326）

サロネーゼカフェ開催
予算：34万円

経済

新
規
事
業

New
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平成30年度
生駒市の予算特集

主
要
予
算

平成30年度の予算を分野ごとに紹介します。
ここで紹介したのは、一例です。

その他の予算は市ホームページから▶

　日頃から市民の皆さんの安全を守っている消
防緊急車両を更新します。これまで以上に迅速で
質の高い消防活動を実施するために、消火用水を
積載した新型消防ポンプ車を導入。１２月から本
署に配備する予定です。また、高規格救急車と小
型動力ポンプ付積載車も更新します。

問消防本部警防課（☎73-0119）

消防緊急車両の更新
予算：8,125万円

安全

　住み慣れたまちを誰もが利用しやすいものに
するために市内鉄道駅のバリアフリー化を実施。
今年度は、東山駅や菜畑駅へのエレベーター設置
を予定しています。

問事業計画課（内線693）

鉄道駅バリアフリー
整備補助
予算：5,078万円

福祉

　子どもたちの安全を守るために、通学路などに
防犯カメラを設置する自治会へ補助金（最大100
万円補助）を交付します。これまでに6件が、制度
を利用して防犯カメラを設置。子どもたちの安全
はもちろん、「安心・安全なまち 生駒」の強化を目
指します。

問防災安全課（内線364）

防犯カメラ設置補助
予算：300万円安全
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英語教育用教材の配布

　市内小学校1・2年生向けに英語
用教材を配布します。本市では独自
に小学1年生から英語の授業を実
施。今年度は3年生以上の学習時間
を増やすなど取組を推進します（詳
細は26ページをご覧ください）。

問教育指導課（内線631）

予算：168万円

子育て関連事業

　ファミリーサポートやひろば事業
など子育てに関する不安や悩みの解
消を目指した事業を数多く実施。一
人で悩まず、相談やつながり作りがで
きる環境を整えています。
問子育て支援総合センターたっち

（☎73-5582）

予算：3,136万円

家庭教育支援事業

　昨年度実施した、家庭教育の課題
や地域・学校・家庭との連携による家
庭教育の支援策を考える「家庭教育
に関するワークショップ」に基づい
た具体的な事業を今年度に実施しま
す。

問生涯学習課（内線648）

予算：47万円

小・中学校施設整備
予算：5億1,058万円

（平成29年度補正予算4億7,559万円を含む）
　子どもたちが学習に集中し、より充実した環境で学校生活が
送れるように、市内小・中学校の施設整備を進めています。今
年度は主に以下の事業を実施し、子どもたちをサポートします。
■トイレの改修設計・工事
■ICT授業用大型ディスプレイの設置
■中学校エアコン整備設計
■体育館照明のLED化工事　など

問教育総務課（内線623）

いこまっ子
すくすく育て！

子育て・教育



平成30年度
生駒市の予算特集

オープンデータ活用事業

　本市が強化しているオープンデータの取組に
ついて、市民の皆さんへの周知と職員のスキル
アップを進めます。活用方法をいっしょに学ぶ
「データ活用ワークショップ」なども開催予定。
オープンデータを活用した市の魅力づくりや課
題解決を目指します。

問いこまの魅力創造課（内線734）

予算：302万円

空き家対策事業

　人口減少や高齢化に伴って、本市でも空き
家は増加傾向にあります。その対策として「生
駒市空家等対策計画」の策定、空き家の流通促
進支援、空き家対策などをテーマとしたワーク
ショップの開催などを今年度新たに実施。市が
今後直面する問題への対策を進めます。

問都市計画課住宅政策室（内線564）

予算：289万円

地域生活支援事業

　障がいを持つ人が、地域で生活しやすい環境
づくりを実施。今年度は、精神障がい者のため
のピアサポート研修会を実施し、障がい者に寄
り添うサポーターの養成を目指します。また、精
神障がい者の地域移行・定着を目的とした講演
会なども開催予定です。

問障がい福祉課（内線796）

予算：1億5,241万円

注目まだまだある、注目の予算

■いこまち親子写真部：103万円
　地域への関心や愛情を高めるために、写真撮
影やまち歩きを通してまちの魅力を再発見する
親子を対象とした講座を実施します。

問いこまの魅力創造課（内線733）

■第6次総合計画策定業務：883万円
　まちづくりを進めていくための基本指針であ
る「総合計画」を新たに策定。議論を重ね、最新
状況を踏まえたものに更新します。

問秘書企画課（内線214）

その他にも…

■学研高山地区第2工区まちづくり
　3億6,545万円
　同地区について目指すべき将来像やまちづく
りの実現に向けた方向性などを議論してきた結
果に基づき事業化に向けた取組を進めます。

問都市計画課学研推進室（内線573）
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